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The aim of the course of Atsugi Academic Project is to give students opportunities to stand on a 
view point of both globalism and localism. 
Faculty members who teach this course contribute to this paper and discuss project work at 










































本論の構成は、まず、7 名の教員で担当した 2016 年
度の授業実践を示す。授業実践の示し方は、基本的に
























第 2 回 ワークシートに従ってグループ活動の実施と
担当教員の配属決定  
第 3 回 各グループにおける発表会と担当教員の最終
配属決定（松本里香氏と同時開講）  
第 4 回 厚木市郷土資料館の見学・・・諸資料や諸陳列
物、遺産の見学 
第 5 回 この回から各クラスごとの授業実施・・・各自
の研究動機を主とした発表を行った。 
○第 6～12 回・・・各自の研究経過報告 





















































第 1 回・ガイダンスとワークシートの予告 




第 2 回・ワークシートに従ってグループ活動による調査 
第 3 回・第 2 回での調査結果のグループ発表 
   ・各グループ及び個人の研究テーマ選定 
   ・各履修生の配属決定 グループ 1～5 
第 4 回・厚木市郷土資料館見学：現地集合現地解散  
第 5 回・各グループの研究テーマを検討し、大まかな調
査方針と各自の担当を決定し発表 
第 6 回~第 12 回 
   ・PC022 教室において、調査を進める。 
第 9 回：中間発表 
   各グループの研究テーマ 
   G.1 ：「厚木市の医療機関と需要」  
   G.2 ：「今もなお変わり続ける厚木市」 
   G.3 ：「建築から学ぶ芸術」 
   G.4 ：「厚木市ホームページ（HP）改善案」  
   G.5 ：「保育園の抱える問題」 
第 13 回・プレゼンテーションのルハーサル 
第 14 回～15 回 
・プレゼンテーション：各グループ 6 分から 8














































































第 1 回 ガイダンスとワークシートによるタスクの予告  
教員の研究内容の紹介・あつぎアカデミックプロジェク
ト演習についてのガイダンス。 



























































































1) 立教大学大学教育開発・支援センター (2012) 
Master of Writing 立教大学大学教育開発・支援セン
ター出版 
2) 立教大学大学教育開発・支援センター （2016）





第 1 回  ガイダンス          
第 2 回  グループ分け（テーマ別のグループ分け） 
第 3回  ＰＣを借用しテーマにつて調査（発表者 2名） 
第 4 回  厚木市資料館の見学    
第 5 回  発表（16 名）         
第 6 回   新たなテーマの設定（取り上げた１～３つの
テーマについての説明） 
第 7 回  グループ分け（テーマを基に２グループに分
ける）、調査方法の検討  
第 8 回  調査方法についての発表 
第 9 回  調査方法についての発表 
第 10 回 調査          
第 11 回 調査          
第 12 回 プレゼン用 PPT の作成 
第 13 回 プレゼン用 PPT の作成 
第 14 回 プレゼンテーション（全体） 


























（1. 自然環境・地域、2. 人口、3. 産業、4. 学校教育、5. 
体育・スポーツ、6. 芸術、7. 国際交流、8. 教科教育、9. 福
祉、10. 病院、11. 商業施設、12. 宗教施設、13. 歴史）を
紹介し、学生がテーマを決定する参考資料とした。 
第 1 回から５回の調査・発表は、厚木資料館の見学（第
4 回）があったため、第 3 回（２名）と第 5 回（１６名）
の計２回の授業内に実施した。 
以下の受講者が決定したテーマを示す。 
   ・あゆコロちゃんの実態 
   ・厚木の誕生 
   ・厚木市との連携都市 
   ・厚木市の病院 
   ・あつぎハム（世界売り上げ３位） 
   ・厚木市の植物の外来種 
   ・厚木市の環境問題対策 
   ・厚木市と自転車（ヒルクライム） 
   ・厚木市のスポーツ事情 
   ・厚木市の文化財 
   ・厚木市の子育て支援 
   ・厚木市の人口の推移 
   ・厚木市の産業 

















































第 1 回  ガイダンス、暫定テーマ検討 
第 2 回  暫定テーマ グループ作業 
第 3 回  暫定テーマ グループ発表 
第 4 回  厚木市郷土資料館見学 
第 5 回  自己紹介、テーマ案（分野）発表 
第 6 回  テーマ検討・決定 発表  
第 7 回  情報収集作業 
第 8 回  情報収集作業 
第 9 回  情報収集・まとめ作業 
第 10 回  進捗報告 
第 11 回 グループ内予備発表（1） 
第 12 回 グループ内予備発表（2） 
第 13 回 発表資料修正等 
第 14 回 [合同] 発表会（1） 






























































































































































































































































第 1 回  ガイダンス          
第 2 回  グループ分け（テーマ別のグループ分け） 
第 3 回  パソコンを借用しテーマを調査（発表者 2 名） 
第 4 回 厚木市資料館の見学    
第 5 回 発表（16 名）以上は木村クラスと合同で実施         
第 6 回  関心のある内容の個人ごとの発表その１ 
第 7 回  関心のある内容の個人ごとの発表その２  
第 8 回 テーマの絞り込みの検討その１ 
第 9 回 テーマの絞り込みの検討その２ 
第 10 回 テーマの絞り込みの検討その３          
第 11 回 テーマについてのアンケートの検討その１          
第 12 回 テーマについてのアンケートの検討その２ 
第 13 回 発表会のプレゼン用 PPT の作成手順の検討 
第 14 回 プレゼンテーションその１ 





















 第 1 回から 5 回まで、厚木市郷土資料館見学も含めて、
木村クラスと合同で実施した。その後は、第 6 回から 15






















































































































































































































































































































1) 文科省 HP 総合的な学習の時間 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.
htm 2017.3.27 確認 
2) さらばゆとり教育 寺脇進 光文社 2008 
3) 内発的動機づけ エドワード・Ｌ．デシ   安藤延男
訳 誠信書房 1980 
4) 発生的認識論  J.ピアジェ滝沢武久訳 白水社 1972 
5) アイデンティティとライフサイクル E.H. Erikson 
西平直・中島由恵訳 誠信書房 2011 
6) 発達の最近接領域の理論 ヴィゴツキー 土井捷三   
神谷栄司訳 三学出版 2003 
 
５．学生の「総合力」形成の意義と今後の課題 

































































































































































































する一要素にすぎないという。「スキル ＋ 意欲・かまえ 























































７）『内外教育』第 6566 号、時事通信社、2017.3.3、参照 
